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カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
校
（
Ｕ
Ｃ
Ｌ

Ａ
）
な
ど
米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
の
大
学
生
、
大
学
院
生
ら

２３
人
が
１２
月
２１
日
、
本
学
を

来
訪
し
た
。

学
生
ら
は
「T

e
r
a
s
a
k
i

基
金
財
団
」
の
企
画
で
、
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
訪

問
し
、
被
災
の
現
実
を
知
る

と
と
も
に
、
日
本
の
風
土
や

歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
見
聞

を
広
め
る
こ
と
を
目
的
に
来

日
。本

学
で
は
震
災
対
応
に
関

す
る
坂
田
学
長
の
講
義
を
受

け
た
ほ
か
、
経
営
学
部
の
茂

木

克

昭

教

授
、
丸
岡
泰

准
教
授
と
両

教
員
の
ゼ
ミ

に
所
属
す
る

４
年
次
生
、

イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
愛

好
会
の
メ
ン

バ
ー
ら
と
交

流

を

深

め

た
。ゼ

ミ
生
か

ら
は
被
災
体
験
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
り
、
米
国
の
学

生
ら
は
じ
っ
と
聴
き
入
っ
て

い
た
。

「
合
宿
型
就
職
面
接
対
策

セ
ミ
ナ
ー
」
が
１２
月
１７
、
１８

の
両
日
、
宮
城
県
松
島
町
の

ホ
テ
ル
壮
観
で
行
わ
れ
、
３

年
次
生
２０
人
が
参
加
し
た
∥

写
真
。

テ
ー
マ
は
「
『
自
分
』
を

表
現
し
、
厳
し
い
就
職
戦
線

を
勝
ち
抜
く
」
。
講
師
は
㈱

デ
ィ
ス
コ
の
富
田
京
子
氏
と

宮
川
恵
美
子
氏
。

参
加
者
は
学
業
の
ほ
か
、

震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
大
学

祭
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
い
っ
た

学
生
生
活
で
力
を
入
れ
た
取

り
組
み
を
軸
に
、
模
擬
面
接

に
挑
戦
し
、
自
己
Ｐ
Ｒ
の
仕

方
を
学
ん
だ
。
セ
ミ
ナ
ー
で

は
自
分
の
課
題
や
目
標
、
特

徴
、
今
後
の
抱
負
を
発
表
す

る
機
会
も
多
く
、
講
師
か
ら

は
学
生
一
人
ひ
と
り
に
面
接

の
心
構
え
や
対
策
に
つ
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
。

参
加
し
た
学
生
は
「
人
に

伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
学

び
ま
し
た
。
も
っ
と
自
分
の

こ
と
を
分
か
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
履
歴
書
の
書
き
方

を
見
直
し
た
い
」
と
、
こ
れ

か
ら
の
活
動
に
意
欲
を
見
せ

て
い
た
。

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
３
月
の
東
日
本
大
震

災
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
練

が
降
り
か
か
り
ま
し
た
が
石

巻
専
修
大
学
は
５
月
２０
日
か

ら
授
業
を
再
開
し
、
後
期
授

業
は
学
事
暦
通
り
の
日
程
で

進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
被
災
地
の
最
前
線

で
活
動
す
る
石
巻
専
修
大
学

は
、
地
域
と
と
も
に
復
興
を

目
指
す
「
復
興
共
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
震
災
直
後
に
立

ち
上
げ
、
施
設
提
供
、
講
演

会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
コ
ン

サ
ー
ト
の
企
画
運
営
、
被
災

者
支
援
、
産
業
支
援
、
防
災

・
復
興
研
究
な
ど
を
進
め
て

い
ま
す
。

１２
月
に
は
こ
う
し
た
活
動

が
文
部
科
学
省
の
「
地
域
復

興
の
た
め
の
セ
ン
タ
ー
的
機

能
整
備
事
業
」
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
事
業
で
は
石

巻
市
沿
岸
部
の
復
元
立
体
模

型
の
製
作
、
被
災
地
域
の
水

産
業
及
び
水
産
加
工
業
支

援
、
石
巻
専
修
大
学
の
防
災

能
力
の
強
化
、
復
興
に
関
連

し
た
情
報
の
発
信
な
ど
を
行

い
ま
す
。

復
興
共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
は
多
く
の
学
生
が
調
査
や

研
究
、
仮
設
住
宅
の
支
援
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
石
巻
専
修
大
学
は「
実

践
的
な
教
育
」
と
い
う
目
標

を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
活
動
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
諸
君

は
教
室
で
は
得
ら
れ
な
い
多

面
的
な
能
力
を
身
に
つ
け
る

と
と
も
に
、
教
員
と
の
共
同

作
業
を
通
じ
て
多
く
の
こ
と

を
教
員
か
ら
学
ぶ
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

教
職
員
も
通
常
の
業
務
や
研

究
領
域
か
ら
踏
み
出
し
て
活

動
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
専

門
領
域
が
広
が
り
、
教
育
・

研
究
の
水
準
が
向
上
す
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

平
成
２５
年
度
に
設
置
予
定

の
新
学
部
の
開
設
と
理
工
学

部
改
組
の
準
備
も
着
々
と
進

ん
で
い
ま
す
。
震
災
以
降
、

地
域
社
会
の
教
育
や
産
業
、

復
興
を
支
え
る
新
学
部
や
理

工
学
部
の
新
学

科
に
は
地
域
社

会
か
ら
以
前
に

も
増
し
た
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
う

し
た
期
待
に
沿
う
べ
く
、
努

力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
石
巻
専
修

大
学
は
復
興
共
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
き
っ
か
け
に
し
て
、

新
し
い
形
の
大
学
教
育
を
作

り
上
げ
て
い
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。
今
後
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

で
復
興
を
担
う
人
材
を
育
て

る
大
学
な
ど
を
支
援
す
る
文

部
科
学
省
の
「
大
学
等
に
お

け
る
地
域
復
興
の
た
め
の
セ

ン
タ
ー
的
機
能
整
備
事
業
」

に
、
「
石
巻
専
修
大
学
に
お

け
る
復
興
共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
の
た
め
の
セ
ン
タ
ー

的
機
能
整
備
事
業
」
が
採
択

さ
れ
た
。

本
学
で
は
震
災
発
生
直
後

か
ら
学
内
組
織
と
し
て
「
復

興
共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

立
ち
上
げ
、
宮
城
県
や
石
巻

市
と
連
携
し
、
防
災
・
復
興

に
か
か
わ
る
事
業
を
展
開
し

て
き
た
。
同
整
備
事
業
で
は

①
石
巻
圏
域
の
産
業
復
興
②

本
学
の
防
災
能
力
強
化
③
復

興
関
連
情
報
の
発
信
―
の
３

点
を
取
り
組
み
の
柱
に
掲

げ
、
事
業
を
展
開
し
て
い

く
。

１２
月
１２
日
、
㈱
ト
ヨ
タ
自

動
車
の
車
体
の
製
造
・
販
売

を
手
掛
け
る
セ
ン
ト
ラ
ル
自

動
車
㈱
（
宮
城
県
大
衡
村
、


原
徹
取
締
役
社
長
）
か

ら
、
機
械
工
学
科
自
動
車
工

学
コ
ー
ス
の
教
材
と
し
て
、

同
社
が
製
造
す
る
小
型
４
ド

ア
セ
ダ
ン
「Y

a
r
i
s

」
１
台

が
寄
贈
さ
れ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
山
本
憲
一

セ
ン
タ
ー
長
（
機
械
工
学
科

教
授
）
は
、
「
車
は
常
に
進

化
し
て
お
り
、
教
材
用
車
両

が
す
ぐ
に
古
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
今
回
寄
贈
し
て
い

た
だ
い
た
車
に
は
、
Ｏ
Ｂ
Ｄ

（
車
載
式
故
障
診
断
シ
ス
テ

ム
）
が
搭
載

さ

れ

て

お

り
、
今
後
の

教
育
に
役
立

ち
ま
す
」
と

話

し

て

い

る
。

経
営
学
部
の
舛
井
道
晴
助

教
が
「
石
田
記
念
財
団
」
の

研
究
奨
励
賞
を
受
賞
し
、
１２

月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
研
究

発
表
会
お
よ
び
奨
励
賞
贈
呈

式
で
賞
状
と
盾
が
授
与
さ
れ

た
∥
写
真
。
研
究
テ
ー
マ
は

「
マ
ル
チ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
ゲ
ー
ム

に
関
す
る
研

究
」。同

財
団
は

情
報
通
信
産

業
分
野
の
研

究
を
産
学
協

力
で
進
め
て

お
り
、
宮
城

県
の
研
究
者

ら
の
研
究
助
成
を
行
っ
て
い

る
。

「吹奏楽研究会（ＳＷＯ）ファミ

リーコンサート」が１２月１１日、本学

学生ホールで開かれた。近くの仮設

住宅の住民にも参加を呼びかけたと

ころ、多くの聴衆が集まり、魅惑的

な音色に酔いしれた。

また、１２月２３日には経営学部・山

崎泰央ゼミの学生が南境第四団地集

会所で「にこにこひろばクリスマス

会」を開催し、南境地区の子供たち

が交流する機会を提供した。

石
巻
市
の
震
災
復
旧
・
復

興
支
援
に
尽
力
し
た
と
し

て
、
本
学
は
石
巻
商
工
会
議

所
の
第
５
回
「
い
し
の
ま
き

大
賞
」
特
別
賞
を
受
賞
し

た
。
１
月
５
日
、
石
巻
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
た
。

同
賞
は
０７
年
度
か
ら
石
巻

市
の
Ｐ
Ｒ
や
発
展
に
大
き
く

貢
献
し
た
企
業
や
団
体
な
ど

を
表
彰
。
今
回
は
震
災
に
関

す
る
支
援
協
力
企
業
・
団
体

が
多
く
推
薦
さ
れ
、
特
別
賞

が
設
け
ら
れ
た
。

米米
ロロ
ササ
ンン
ゼゼ
ルル
スス
のの
大大
学学
生生
らら
来来
学学

自動車工学コースの
教材にトヨタ「Yaris」

セントラル自動車㈱から寄贈

被
災
地
訪
問
や
日
本
文
化
な
ど
学
ぶ

「
い
し
の
ま
き
大
賞
」

復
興
支
援
活
動
で

本
学
が
特
別
賞
に

２２
００
１１
２２

年年
頭頭
にに
ああ
たた
っっ
てて

新新たたなな大大学学教教育育構構築築

▲ 米・大学生来訪（日和山か

ら市内を臨む）

石巻専修大学長

坂田 隆

石
巻
の
復
興
共
生
へ

学
生
・
教
職
員
一
丸
で

石
田
記
念
財
団
研
究
奨
励
賞

経
営

学
部

舛
井
助
教（

）が
受
賞

仮設住宅の居住者も鑑賞

▲ ＳＷＯのファミリーコンサート

（左）と、山崎ゼミの活動の様子

▲ 寄贈された「Yaris」

とともに

ＳＷＯ 初のファミリーコンサート開催

３
年
次
生
２０
人
が
参
加

就職合宿セミナー

「
自
己
表
現
力
」磨
く

本
学「
復
興
共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
た
め
の

セ
ン
タ
ー
的
機
能
整
備
事
業
」が
文
科
省
の
事
業
に
採
択
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